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○新風創意～誇れ！われらが母校～ 

 素晴らしいスローガンのもと今年度の生徒総会が実施されました。 

 大雨の影響による時間割変更にも負けず臨機応変に対応しました。 

 準備をしてくれた生徒会の皆さん、お疲れ様でした。 

 「自分たちの学校は自分たちで創る」という気持ちをもちましょう。 

 「明確な理由をもって自分の意見を表明する」ことは大切です。 

 これからの時代には、ますます必要な能力だと思います。 

 ただ自分の意見を言うだけではダメです。 

 なぜ、そう思うのか。 

 なぜ、そう考えているのか。 

 根拠を示しながら説明できるようになりましょう。 

 

○残念な出来事 

 ４月に菅生中学校に赴任してから「下足箱」の様子には感心していました。 

 もちろん、いつも気にしながら管理してくれる先生の存在も含めての話です。 

 常に整然と並んでいる靴は、集団の力を感じさせるものでした。 

 ところが、集中下足箱で「いたずら」が起こってしまいました。 

 残念でなりません。 

１学期も終わりに近づいた今……悲しい出来事です。 

もし「いたずら」をした生徒がいるのなら大いに反省してください。 

 もしかすると何らかの理由があるのかもしれません。 

 でも表現の方法としては間違っています。 

 あなたの行いは、誰かが見ています。 

 一番よく見ているのは自分自身です。 

 許されることでは決してありません。 

 相手の気持ちを考えてほしいのです。 

 自分がされて嫌なことは誰だって嫌なのです。 

 少なからず全体にも迷惑が、かかっています。 

 誰かの「いたずら」によって嫌な思いをしている人が、たくさんいるのです。 

 学校は全校の生徒にとって居心地の良い場所であるべきです。 

 そのために先生方も日々、努力します。 

 生徒の皆さんも力を貸してください。 

 われらが母校を守るために。 


